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ウォークラリーは、勤労青少年ホームをスタート・ゴ

ールに約６キロのコースで行われ、参加者たちは途中、
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はソフトバレーボールやラージボール卓球などのニュー
スポーツを体験し、梅雨の晴れ間の休日を楽しみました。
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町
で
は
地
域
の
高
度
情
報
化
を
進
め
る
た
め
、
今
年
９
月
末
の

完
成
を
目
指
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
な
が
ら
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
で
は
、
現
在
建
設
中
の
役
場
新
庁
舎
に
情
報
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
と
、
小
・
中
学
校
を
含
め
た

町
内
15
ヵ
所
の
公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
で
結

び
、
地
域
内
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
現

在
も
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
授
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
速
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
各
学
校
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
様
々
な
教
材
を

用
い
た
授
業
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

役
場
ま
で
出
向
く
こ
と
な
く
、

自
宅
や
最
寄
り
の
公
共
施
設
か
ら

現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拡
充
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
や
公
共

施
設
の
利
用
案
内
、
観
光
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
案
内
、
図
書
館
蔵
書
検

索
、
電
子
メ
ー
ル
や
電
子
掲
示
板

を
活
用
し
た
相
談
等
が
可
能
と
な

り
、
身
近
で
よ
り
町
民
に
開
か
れ

た
行
政
が
実
現
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

電
子
商
取
引
の
急
激
な
拡
大
な

ど
、
私
た
ち
の
日
常
の
暮
ら
し
の

中
に
、
Ｉ
Ｔ
（
ア
イ
テ
ィ
ー
）
が

深
く
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
行
政
に
お
け
る

高
度
情
報
化
の
必
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

で
は
「
ｅ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
イ
ー

ジ
ャ
パ
ン
）
戦
略
」
を
掲
げ
、
ま

た
、
福
島
県
に
お
い
て
は
「
う
つ

く
し
ま
ｅ
ビ
ジ
ョ
ン
（
イ
グ
ド
ラ

シ
ル
・
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
、
高

度
情
報
通
信
社
会
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
対

応
す
る
と
共
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
必
要
と

す
る
と
き
に
、
い
つ
で
も
入
手
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
と
は
、

比
較
的
狭
い
地
域
で
構
成
す
る
ネ

今
回
の
整
備
事
業
で
は
、
建
設

中
の
役
場
新
庁
舎
内
に
情
報
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

と
、
図
書
館
、
公
民
館
、
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
ほ
か
、
学
校
や
保

育
所
な
ど
の
町
内
15
ヵ
所
の
公
共

施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

等
で
結
び
、
地
域
内
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
整
備

は
、
情
報
流
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

一
環
で
、
道
路
や
水
道
と
同
じ
よ

う
に
、
現
在
で
は
生
活
の
基
礎
で

あ
り
、
高
度
情
報
化
を
実
現
す
る

た
め
の
基
盤
で
す
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
基
盤
を
使
っ
て
、
ま
ず
始
め

る
こ
と
に
し
て
い
る
業
務
や
こ
の

基
盤
を
使
う
こ
と
で
可
能
と
な
る

事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
信
網
）
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
全
体
で
電
子
メ
ー
ル
な
ど

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、
様
々

な
行
政
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
町
と
町
民
の
情
報
の
共

有
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

新
庁
舎
に

情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置

情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

自
宅
や
公
共
施
設
か
ら

町
の
情
報
が
入
手
可
能
に

情
報
教
育
の
環
境
を
充
実

介
護
保
険
、
健
康
管
理
、
保

相
談
窓
口
が
よ
り
身
近
に

万
一
の
災
害
に
備
え
指
定
避
難

所
等
の
防
災
情
報
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
指
定

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
各
公
共
施

設
か
ら
避
難
者
リ
ス
ト
の
作
成
や
更

新
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
避
難
者
の
安
否
に
関
す
る
情
報

（
避
難
先
、
け
が
の
有
無
、
収
容
先

医
療
機
関
等
）
を
消
防
か
ら
の
情

報
と
合
わ
せ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
氏
名
検
索
等
に
よ
り
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

災
害
情
報
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
可
能
に

平成11年８月に住民基本台帳法が改正されました。これに伴い、今年の８月から全国の市区町村で一斉に「住
民基本台帳ネットワークシステム（住基ネット）」の一部が稼働します。住基ネットは、これからの高度情報化
社会に向けて、より一層の住民サービスの向上を目指し、行政事務の簡素化や効率化を進めようとするもので
す。これにより、本人確認情報（氏名・住所・性別・生年月日、住民票コード及び付随情報）から全国共通の
本人確認ができる仕組みを構築していきます。概要は次のとおりです。

※住基ネットで本人確認ができますので、
恩給・建設業の許可などの各種登録や申請
に住民票の写しは順次不要になります。

※全国どこの市区町村窓口でも、本人や本
人世帯の住民票の写しが受け取れるように
なります。また、他の市区町村に引っ越し
する場合、現在は転出・転入両方の市区町
村へ手続きする必要がありましたが、住民
基本台帳カードがあれば、転入先の市区町
村への手続き１回で済むようになります。

� 役場町民課（�内線２５）

健
・
福
祉
に
関
す
る
情
報
を
電
子

掲
示
板
や
電
子
メ
ー
ル
で
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
高
齢
化
な
ど
に
伴
う

町
民
の
相
談
窓
口
を
、
よ
り
身
近

な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
保
健
福
祉
に
関
す
る
行

事
予
定
や
、
施
設
に
関
す
る
利
用

状
況
な
ど
も
公
開
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

新
庁
舎
周
辺
修
景
工
事
に
伴
う
通
行
に
ご
協
力
を

新
庁
舎
周
辺
の
修
景
工
事
に
伴
い
、
通
行
や
駐
車
場
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
。
駐
車
場
は
、
現
庁
舎
南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間
中
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
26
日
�
〜
10
月
31
日
�

㈱
小
賀
坂
組

�

役
場
企
画
振
興
課
（
�
�
２
１
１
１
）

※住基ネットを運営するための「住民票コード」（無作
為に抽出された11ケタの番号）を８月中旬に町民の
皆さんに（世帯ごと）通知します。
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★

こ
の
数

値
が
高
い
こ
と
は
、
そ
の

排
水
中
に
分
解
さ
れ
や
す

い
有
機
物
質
が
多
い
こ
と

を
意
味
し
、
河
川
に
放
流

さ
れ
る
と
溶
存
酸
素
を
多

量
に
消
費
し
魚
介
類
に
被

害
を
及
ぼ
す
。
人
為
的
汚

染
の
な
い
河
川
で
は
通
常

１
�
／

�
以
下
で
あ
る
。

★水
中
に
浮
遊
す
る
微
細
な

固
形
物
（
砂
粒
、
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
等
）
で
あ
り
、
数

値
が
大
き
い
ほ
ど
、
水
質

汚
濁
の
程
度
が
高
い
。

★

一
定
期

間
内
に
乳
糖
を
分
解
し
て

酸
と
一
定
量
以
上
の
ガ
ス

を
発
生
す
る
細
菌
群
を
い

い
、
人
間
の
屎
尿
に
よ
る

汚
染
の
有
無
や
汚
染
の
程

度
等
を
示
す
。
数
値
が
大

き
い
ほ
ど
汚
染
の
程
度
が

高
い
。

区　　　域 下水道が利用
できる戸数

農業集落排水事業
福田処理区
公共下水道（新地町、
中島、釣師、大戸浜、
埒浜、小川、富倉等）

計

１３１

６０３

７３４

１０１

２２２

３２３

77.1

36.8

44.0

下水道を利用
している戸数

利用率
（％）

（平成14年6月19日現在）

（計測地：ＪＡそうま福田支店北排水路）
項目年度 ＢＯＤ（�/�）

下水道整備前

平成５年度
平成６年度
平成７年度
平成８年度
平成９年度
平成10年度
平成11年度
平成12年度
平成13年度
平成14年度

20.9
7.0
7.8
5.3
6.4
8.8
4.1
3.2
2.7
2.2

ＳＳ（�/�）
5.6
3.9
4.7
4.6
4.9
9.8
5.3
3.7
3.4
3.3

大腸菌群数（個/100�）
729,667
546,667
116,333
100,667
520,000
176,333
197,667
99,000
35,367
1,300

下水道整備後

※平成５年度から13年度の数値は、各年度内に３回計測した平均値
※平成14年度は、５月に計測した数値（ただし、いちじるしい汚濁として平成５年にBOD48�/�、
大腸菌群数160万個/100�を記録したことがあります。）

（最新計測日：平成14年５月８日）

◆ＢＯＤで表す河川の状況

新地浄化センター
福田処理場

2.2
2.2

1.4
3.2

0
0

ＢＯＤ（�/�） ＳＳ（�/�） 大腸菌群数（個/100�）

１�/�以下
自然探勝 ヤマメ・イワナ サケ・アユ コイ・フナ 農業用水 快適な遊歩

２�/�以下 ３�/�以下 ５�/�以下 ８�/�以下 １０�/�以下

㈱
小
賀
坂
組

�
２
０
５
３

桜
井
設
備
工
業
㈱

�
４
７
７
８

角
田
建
設
㈱

�
２
２
６
２

㈲
サ
ン
リ
ッ
ト
工
業
�
２
３
４
６

㈱
渡
辺
建
設

�
３
３
５
５

㈲
佐
藤
水
道
設
備

�
３
４
９
２

田
中
液
化
ガ
ス
㈱

�
２
４
７
１

中
村
土
木
㈱

�
７
１
３
１

㈱
管
野
組

�
２
８
２
０

㈱
大
場
設
備

�
６
１
１
１

小
野
建
設
㈱

�
２
１
２
５

㈲
公
水
設
備

�
２
８
２
４

㈲
伸
栄
設
備

�
６
５
０
０

㈱
ト
ー
ヨ
ー
建
設

�
７
０
３
０

鹿
島
水
工
㈱

�
４
１
１
０

㈱
創
研
社

�
２
０
０
１

㈲
オ
オ
タ
設
備

�
２
６
７
７

花
塚
熱
学
工
業
㈲

�
２
３
３
４

村
田
建
設
㈱

�
０
９
５
２

㈲
斉
藤
設
備

�
２
８
６
８

泉
井
設
備

�
８
１
０
１

㈲
米
山
工
務
店

�
５
４
１
１

㈱
セ
ン
ト
ラ
ル
住
設
�
３
３
８
０

山
内
工
業
㈱

�
８
２
０
４

㈱
ハ
ラ
セ
ツ

�
２
６
３
１

新
和
工
業
㈱

�
４
５
８
１

草
野
建
設
㈱

�
１
６
６
６

㈱
小
野
内
工
務
店

�
３
５
４
４

伊
東
建
設
工
業
㈱

�
５
２
０
５

㈲
山
村
設
備

�
５
２
２
１

現
在
、「
公
共
汚
水
ま
す
」（
下

水
道
工
事
で
町
が
設
置
し
た
ま
す
）

が
あ
る
宅
地
で
は
、
下
水
道
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
部

を
除
く
）

利
用
す
る
に
は
、
宅
地
内
の
排

水
設
備
工
事
が
必
要
で
す
。
工
事

は
指
定
工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

㈱
コ
ハ
タ

�
４
７
１
１

桜
井
興
業
㈱

�
１
２
４
８

恒
栄
総
合
設
備
㈱

�
６
９
０
２

㈱
加
藤
設
備
工
業

�
３
４
５
４

お
が
わ
衛
生
設
備

�
５
３
１
４

伏
見
設
備

�
５
０
７
４

大
福
工
業
㈱

�
６
１
５
１

太
田
設
備

�
８
０
０
６

伊
藤
冷
機
工
業
㈱

�
２
３
４
５

㈲
大
槻
住
宅
設
備

�
０
１
８
６

下
水
道
工
事
に
伴
い
、
次
の
区

間
で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
期

間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

現
場
の
指
示
に
従
い
通
行
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

町
道
駒
ヶ
嶺
新
地
線
（
旧
国
道
）

の
小
川
地
内

平
成
14
年
７
月
下
旬
〜

平
成
15
年
３
月
下
旬

�
役
場
都
市
計
画
課
下
水
道
係

（
�
�
２
１
１
１
内
線
53
）

本年度、下記区域で下水道の設計を実施します。
つきましては、各家庭のトイレ、台所等の位置を外部から調査するため宅
地内に立入りすることがありますので、趣旨をご理解のうえ、ご協力を賜り
ますようお願いいたします。
� 役場都市計画課下水道係（��２１１１内線53）

● 

● 

● 

� 平成14年７月下旬～
平成15年３月中旬

�

㈱福建コンサルタント
（�	１３１１）

※尚、福田処理場から放流している水路（福田処理場北側地点）のBODを６月21日に計測した
ところ１.１�/�でした。

�
福
田
処
理
場

� 平成14年７月下旬～
平成15年３月中旬

�

㈱三水コンサルタント東北支社
（�０２２－７２８－７２０５）
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平成14年６月１日施行 

平成14年６月１日から改正道路交通法が施行されました。主な改正点は次のとおりです。

一般運転者（運転歴５年以上、行政処分３点までの軽微
な違反１回までの運転者）の免許証の有効期間が５年間に
延長されました。ただし、初心運転者や一定以上の違反経
歴者、70歳以上の高齢者はこれまでどおり４年、３年の有
効期間です。

免許証の更新期間が、７月１日から有効期間満了日
（誕生日）の前後１ヵ月に延長されました。

悪質危険な運転者等に対する罰則が、酒酔い運転では、
２年以下の懲役又は10万円以下の罰金から３年以下の懲
役又は50万円以下の罰金に、酒気帯び運転では、３月以
下の懲役又は５万円以下の罰金から１年以下の懲役又は
30万円以下の罰金になど大幅に強化されました。また、違
反行為に対する点数も右のとおり引き上げられました。

これまで、精神病やてんかん等の方は一律免許が取得できませんでしたが、これからはすべての方が試験
が受験でき、免許の取得については個別に判断されることになりました。

免許証の更新時に高齢者講習を受講する年齢が75歳以上から70歳以上
に引き下げられました。また、高齢運転者標識（高齢者マーク）表示も同
様に70歳以上に引き下げられました。
ほかに、第二種運転免許に関する規定や身体障害のある歩行者等の
保護に関する規定などが変更されました。詳しくは、相馬警察署まで問
い合わせください。
� 相馬警察署（��３１９１）

「
結
婚
し
ま
し
た
」「
初
孫
が
生

ま
れ
た
」「
結
婚
10
周
年
記
念
」
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
記
念
・
思
い
出
に

あ
な
た
の
花
火
を
あ
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。
一
口
１
万
円
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
申
し
込
ま
れ
た
方
は
当

日
、
会
場
放
送
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
３
号
早
打
ち

４
万
円

・
４
号
早
打
ち

５
万
円

・
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
し
ゃ
く
玉10万

円

７
月
31
日
�

※
花
火
に
限
ら
ず
「
遊
海
し
ん
ち
」

へ
の
協
賛
は
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

�
役
場
企
画
振
興
課

（
�
�
２
１
１
１
内
線
63
）

８
月
４
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

釣
師
浜
海
水
浴
場
北

１
チ
ー
ム
３
名
構
成

※
中
学
生
以
上
で
、
女
性
が
１
名

以
上
参
加
の
こ
と
。

※
１
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
は
、
代

表
者
を
含
め
て
４
名
ま
で
。

・
一
般
の
部
（
18
チ
ー
ム
）

・
飛
び
入
り
の
部
（
８
チ
ー
ム
）

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

・
一
般
の
部
　
所
定
の
用
紙
に
て

７
月
22
日
�
ま
で
に
新
地
公
民
館

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
飛
び
入
り
の
部

当
日
午
前
10
時
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

�

�

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

７
月
17
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
昼
休
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
）

町
保
健
セ
ン
タ
ー

風
邪
薬
は
×

ビ
タ
ミ
ン
剤
や
胃
腸
薬
は
○

�
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
�
２
０
９
６
）

※65～69歳の献血については、60～64歳に献血したことがある方のみ

200�献血
16～69歳
男45�以上
女40�以上

18～69歳
男・女とも
50�以上

18～69歳
男45�以上
女45�以上

400�献血 成分献血（血漿）
年齢

体重
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TTTThhhheeee  PPPPhhhhoooottttoooo  SSSSccccrrrraaaammmmbbbblllleeee 町

の

話

題

相
馬
地
方 

１

右
田
浜
キ
ャ
ン
プ
場
開
き
（
鹿
島
町
）

７

『
野
馬
追
展
』(

〜
25
日)(

野
馬
追
の
里
原
町
市
立
博
物
館)

19

原
釜
尾
浜
海
水
浴
場
海
開
き
（
相
馬
市
）

村
上
海
水
浴
場
海
開
き
（
小
高
町
）

右
田
浜
海
開
き
（
鹿
島
町
）

23

お
よ
ご
も
り
（
相
馬
市
）

宵
乗
祭
行
列
／
浮
舟
小
唄
流
し
踊
り
（
小
高
町
）

27
〜
28

は
や
ま
湖
森
と
湖
ま
つ
り
２
０
０
２
（
飯
舘
村
）

22

相
馬
野
馬
追
宵
祭
（
相
馬
市
馬
陵
公
園
）

相
馬
野
馬
追
北
郷
騎
馬
会
前
夜
祭
（
鹿
島
町
公
民
館
前
）

相
馬
藩
候
墓
前
祭
（
小
高
町
同
慶
寺
）

23

総
大
将
出
陣
式
（
相
馬
市
相
馬
中
村
神
社
）

相
馬
野
馬
追
北
郷
本
陣
祭
（
鹿
島
町
公
民
館
前
ほ
か
）

24

本
祭
り
、
神
旗
争
奪
戦
（
原
町
市
雲
雀
ヶ
原
祭
場
地
）

25

野
馬
懸
（
小
高
町
小
高
神
社
及
び
周
辺
）

２

七
夕
ま
つ
り
（
〜
４
日
）（
相
馬
市
）

『
考
古
展
』（
〜
25
日
）（
野
馬
追
の
里
原
町
市
立
博
物
館
）

い
い
べ
し
た
港
ま
つ
り
（
〜
４
日
）（
相
馬
市
）

松
川
浦
納
涼
大
会
（
相
馬
市
）

第
３
回
太
平
洋
・
夢
街
道
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in
原
町
（
原
町
市
）

市
町
村
合
併
を
考
え
る
村
民
集
会(

第
２
回)

（
飯
舘
村
）

10

牛
肉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
（
飯
舘
村
）

12

大
瓜
市
（
相
馬
市
）

か
し
ま
の
夏
ま
つ
り
（
鹿
島
町
）

15

相
馬
盆
踊
り
大
会
（
〜
16
日
）（
相
馬
市
）

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
小
高
町
）

17

県
民
の
日
記
念
野
馬
追
の
里
原
町
市
立
博
物
館
無
料
開
放

下
旬

流
灯
会
（
相
馬
市
）

上
旬

下
水
道
フ
ェ
ア
ー
（
相
馬
市
下
水
処
理
場
な
ど
）

20

い
も
ず
い
も
（
〜
21
日
）（
相
馬
市
）

26

福
島
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
（
相
馬
市
）

28

地
域
人
権
啓
発
講
演
会
（
相
馬
市
）

29

相
馬
市
芸
能
大
会
（
相
馬
市
）

中
野
一
徳
鹿
島
町
長
が
４
月
26
日
、

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者

に
、
ま
た
、
４
月
17
日
原
町
市
長
に
就

任
し
た
渡
辺
一
成
氏
が
、
同
日
、
本
組

合
副
管
理
者
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

�
�

昭
和
47
年
４
月
の
発
足
以
来
、

今
年
で
30
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

た
相
馬
地
方
広
域
消
防
本
部
で
は

５
月
26
日
、
管
理
者
査
閲
を
行
い

ま
し
た
。

管
理
者
査
閲
で
は
、
救
助
隊
に

よ
る
消
防
救
助
技
術
訓
練
や
宮
城

県
沖
地
震
を
想
定
し
た
救
助
救
出

訓
練
、
消
火
訓
練
、
救
急
救
命
士

に
よ
る
負
傷
者
へ
の
応
急
処
置
訓

練
、
ま
た
、
県
の
消
防
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
重
傷
者
の
救
助

訓
練
な
ど
緊
迫
し
た
中
で
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
平
成
15
年
４
月
採
用
予
定

の
職
員
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

７
月
８
日
�
〜
８
月
９
日
�

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
７
日
�

消
印
有
効
。

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
。（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
消
防
職
　
１
名

９
月
22
日
�

相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
は
ま
な
す
館
）

教
養
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

11
月
中
旬
予
定

作
文
、
面
接
、
体

格
・
体
力
検
査
、
身
体
検
査

①
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
提
出
先

は
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
（
相
馬
市
役
所
４
階
）
ま

で
。（
申
込
用
紙
は
新
地
分
署
に
も

あ
り
ま
す
）

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
職
員
採
用
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

90
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
定
型

封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

�〒
９
７
６-

８
６
０
１

相
馬
市
中
村
字
大
手
先
13

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
総
務
課（

�
�
０
２
１
１
）▲ 負傷者への応急処置訓練

新
地
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
新
地

町
議
会
議
員
、
新
地
高
校
２
年
生

が
そ
れ
ぞ
れ
、
普
通
救
命
救
急
講
座
を
受

講
し
ま
し
た
。

消
防
新
地
分
署
の
救
急
隊
員
の
指
導
で
、

倒
れ
た
人
の
発
見
か
ら
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
人
形
を
使
っ
て
１

人
ず
つ
学
び
ま
し
た
。

５月27日さわやか健康会
（代表名取友雄さん）の28人

が、町内施設めぐりを実施し、町内の３大
清水など７カ所を見学し、最後は保健セン
ターで、語り部の小野とめよさん（中島）の
昔話を熱心に聞き入っていました。

平
成
14
年
度
町

野
球
リ
ー
グ
が

６
月
23
日
、
雨
の
中
で
８
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
開
幕
。

リ
ー
グ
戦
は
９
月
ま
で
町
民
野

球
場
、
新
地
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

町
ス
ポ
少
相
馬

共
同
火
力
杯
少

年
野
球
大
会
が
６
月
８
日
、
町

民
野
球
場
で
開
催
さ
れ
、新
地
町

近
隣
市
町
の
６
チ
ー
ム
が
参
加

し
、駒
ヶ
嶺
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
が

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。（
優
勝

は
原
町
少
年
野
球
教
室
で
し
た
）

老人と婦人層のより一層
のふれあいを目的として、

駒ヶ嶺地区の老人クラブと婦人会が中心
に毎年開催している、第17回老人と婦人
の交流会が６月16日、駒ヶ嶺公民館で
開催され約２４０名が参加し、唄や踊
り全18曲で会場を盛り上げ、交流を深め
ました。

�
６
／
13
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

�
６
／
18
新
地
町
議
会
議
員

�
６
／
６
新
地
高
校
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は休館日

北
朝
鮮
か
ら
の
逃
亡
者
を
乗
せ

た
ジ
ャ
ン
ボ
機
は
太
平
洋
上
で
突
如

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
に
な
る
。
墜
落

ま
で
30
分
と
い
う
時
「
こ
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
タ
ー
か
ら
あ
な
た
の
機
を
操
縦

す
る
」
と
い
う
無
線
が
・
・
・

●
一
般
書

●
児
童
書

安
全
で
安
心

保
育
所
の
給
食

１
日
�

新
地
保
育
所

２
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

３
日
�

福
田
保
育
所

４
日
�

新
地
保
育
所

５
日
�

浜
保
育
所

19
日
�

新
地
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

22
日
�

浜
保
育
所

26
日
�

各
保
育
所

「
う
わ
ぁ
ー
お
い
し
そ
う
」

「
は
や
く
た
べ
た
い
な
あ
ー
」

配
膳
さ
れ
た
給
食
の
前
で
子
ど
も

た
ち
の
う
れ
し
そ
う
な
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。

現
代
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
簡

単
に
食
べ
物
が
手
に
入
る
時
代
で

す
が
、
保
育
所
で
は
温
か
い
心
の

こ
も
っ
た
給
食
が
「
心
や
体
の
栄

養
」
に
な
る
よ
う
に
、
次
の
こ
と

に
心
が
け
て
作
っ
て
い
ま
す
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
で

楽
し
い
子
育
て
を
！

今
回
は
、
育
児
を
し
て
い
る
お

母
さ
ん
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
つ

い
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
！

赤
ち
ゃ
ん
は
も
と
も
と
、
か
ら
だ

の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
や
感
覚

が
発
達
し
て
い
く
よ
う

に
遺
伝
子
の
中
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
栄
養
だ

け
与
え
て
い
れ
ば
順

調
に
発
達
し
て
い
く

わ
け
で
は
な
く
、
発

達
に
応
じ
た
「
刺
激
」

が
必
要
な
の
で
す
。

適
切
な
「
刺
激
」
を

与
え
る
と
い
う
と
、
む
ず

か
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
基

本
は
赤
ち
ゃ
ん
を
か
わ
い
い
と
感

じ
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

が
目
と
目
を
合
わ
せ
る
、
お
母
さ

ん
が
赤
ち
ゃ
ん
に
語
り
か
け
る
、
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
と
る
と
い
っ
た
、
あ
た
り
前
の

こ
と
な
の
で
す
。

人
間
の
皮
膚
と
神
経
に
は
深
い

●
ビ
デ
オ

ヤ
ギ
の
メ
イ
と
オ
オ
カ
ミ
の
ガ

ブ
。
嵐
の
夜
に
真
っ
暗
な
小
屋
の

中
で
出
会
っ
た
二
匹
は
、
相
手
が

誰
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
秘
密
の
友

達
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

・
お
お
き
な
ど
う
ぶ
つ

・
新
米
マ
マ
＆
パ
パ
へ
贈
る
メ
ッ

セ
ー
ジ

飄
々
と
し
た
雰
囲
気
を
持
ち
な
が

ら
難
事
件
を
解
決
に
導
く
金
田
一

耕
助
。
京
極
夏
彦
・
赤
川
次
郎
ら

現
代
作
家
九
人
の
手
で
今
、
蘇
る
。

釈
迦
と
女
と
こ
の
世
の
苦：

瀬
戸

内
寂
聴
／
樹
上
の
ゆ
り
か
ご：

萩

原
規
子
／
め
ぐ
る
季
節
を
生
き

て：

宮
尾
登
美
子

It’s July and feeling much warmer.

Shochuu omimai mooshi agemasu.

Fortunately I enjoy warm weather.

I have many fond memories of summer vacations in America when I was a small

child.  All school children eagerly look forward to their summer vacation in Ameri-

ca and I’m sure it’s the same here in Japan.  Summer is my favorite time of the year

especially here in the cold place called Tohoku.

July is also the time of year when one of my favorite Japanese cultural events takes

place.  I enjoy celebrating the Tanabata festival.  It’s fun to write wishes on little pieces

of paper and then decorate a bamboo tree with them.   The colorfully decorated bam-

boo trees are very beautiful to look at.  I hope you enjoy your summer and I hope your

Tanabata wish comes true.

（和訳は15ページ）

関
係
が
あ
り
、
皮
膚
感
覚
の
発
達

し
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
や
さ
し
く
抱
っ

こ
さ
れ
る
こ
と
で
と
て
も
気
持
ち
よ

く
感
じ
る
の
で
す
。「
抱
き
癖
が
つ

く
」
な
ど
と
い
わ
ず
に
、
抱
っ
こ
し

て
あ
げ
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
ま
た
、
２
〜
３
カ
月

を
す
ぎ
る
と
、
よ
く
笑
う
よ
う
に
な

る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
か
ら
だ
を

「
く
す
ぐ
っ
て
」笑
わ
せ
た
り
、
楽
し

い
こ
と
を
し
て
あ
げ
た
り
、
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん
が
絵
本
を

読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
お
母
さ

ん
の
声
は
赤
ち
ゃ
ん

に
と
っ
て
心
地
よ

く
、
お
母
さ
ん
の
温

も
り
を
と
て
も
感
じ

る
も
の
で
す
。
赤
ち

ゃ
ん
は
読
ん
で
く
れ
る

人
の
感
情
も
味
わ
っ
て

い
ま
す
。
心
を
こ
め
て
読
ん

で
あ
げ
る
と
お
母
さ
ん
の
気
持
ち

も
伝
わ
り
ま
す
。

町
で
は
、
育
児
不
安
の
解
消
や
、

親
子
の
交
流
を
図
る
目
的
で
「
た

ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
野
外
に

行
っ
た
り
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
１
度
遊
び
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
。

図
書
館
へ
行
こ
う

新
着
本
の
ご
案
内

●
Ｃ
Ｄ

・
ザ
・
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ドパ

フ
ィ
ー

・
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
ｄ
ｅ
Ｍ
ａ
ｓ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ

さ
だ
ま
さ
し

・
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン

ベ
ス
ト
ヒ
ッ
ト
02

他

シ
ェ
ー
ラ
ひ
め
の
ぼ
う
け
ん：

村

山
早
紀
／
に
ん
タ
マ
、
げ
ん
タ
マ

げ
ん
じ
ゅ
つ
く
ら
べ
！
？

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

心
臓
に
病
気
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き

た
赤
ち
ゃ
ん

「
あ
い
く
ん
」。

「
あ
い
く
ん
」

の
命
を
た
す

け
よ
う
と
、

病
院
の
先
生

や
看
護
婦
さ

ん
は
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
２
度
の
手
術

を
う
け
無
事
助
か
り
ま
し
た
。
命
の
と

う
と
さ
や
、
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
家

族
の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

７
月
21
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

図
書
館
　
視
聴
覚
室

押
し
花
で
作
品
作
り
、

花
の
名
前
調
べ
、
児
童
書
・
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
等

ピ
ン
セ
ッ
ト
・
は
さ

み
・
押
し
花
に
し
た
い
花

�

町
図
書
館

私
の
お
す
す
め
の
一
冊

「
ち
い
さ
な
い
の
ち
の
お
く
り
も
の
」

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

安
全
な
給
食

・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
大
事
に
、

見
た
目
（
赤
、
黄
、
緑
）
に
も
鮮

や
か
な
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

・
子
ど
も
の
体
に
直
接
入
る
食
品

は
旬
の
食
材
を
中
心
に
、
化
学
調

味
料
等
は
使
わ
ず
に
手
作
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

・
調
理
の
前
に
は
手
洗
い
消
毒
を

十
分
行
い
、
衛
生
面
で
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
調
理
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
も
石
け
ん
で
手

を
洗
っ
た
後
、
エ
タ
ノ
ー
ル
消
毒

を
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
も
必

ず
消
毒
し
て
い
ま
す
。

▲ 「おかわりしちゃダメ？」

野
菜
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

陶
器
や
磁
器
の

食
器
で
安
心

保
育
所
で
使
用
し
て
い
る
食
器

類
は
す
べ
て
陶
器
や
磁
器
製
品
で

す
。
真
っ
白
な
丸
皿
、
ウ
サ
ギ
や

花
柄
の
ラ
ン
チ
皿
、
茶
碗
な
ど
、

メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
ラ
ン
チ
ル
ー

ム
に
集
ま
り
今
日
も
ス
テ
キ
な
食

器
で
「
い
た
だ
き
ま
〜
す
」

保
育
所
に
は
小
さ
な
菜
園
が
あ

り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
人
参
、
さ
つ

ま
い
も
、
ト
マ
ト
な
ど
色
々
な
野

菜
が
生
長
し
て
い
ま
す
。
自
分
た

ち
で
育
て
た
野
菜
を
収
穫
す
る
喜

び
と
旬
の
も
の
を
そ
の
場
で
味
わ

っ
た
り
給
食
に
取
り
入
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
保
育
所
で
は
行

事
に
合
わ
せ
た
伝
統
食
を
子
ど
も

た
ち
に
提
供
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

「
お
い
し
か
っ
た
ね
」「
ま
た
作
っ

て
ね
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
安

全
で
楽
し
い
給
食
作
り
」
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲ 駒ヶ嶺保育所の給食

▲ 「おいしい給食、また作ってね。」
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ふれ
あいと

創造のまち

� 役場

（子供） （親） （地区）

隆
りゅう

貴
き

伊藤善彦・加代子 釣　師

さくら 菅野真和・さおり 今　泉

由
ゆ

唯
い

後藤文秀・浩　子 小　川

（死亡者） （年齢） （地区）
塩沼　宗雄 ５３歳 下真弓

森　　満子 ８６歳 渋　民

寺島　フジ ８０歳 小　川

目黒　一男 ６７歳 新地町

菅野　モヨ ７９歳 今　泉

（平成１４年５月２１日～平成１４年６月２０日届出）

水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

町
で
は
、
平
成
12
年
度
か
ら
学

校
や
各
種
団
体
の
活
動
を
促
進
す

る
た
め
「
新
地
町
人
材
バ
ン
ク
」

指
導
者
の
登
録
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
よ
り
充
実
し

た
事
業
と
す
る
た
め
に
「
生
涯
学

習
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
と
改
称
し

ま
し
た
。

家
庭
教
育
や
社
会

奉
仕
活
動
、
体
験
学
習
、
ス
ポ
ー

ツ
、
生
活
文
化
、
一
般
教
養
の

学
習
な
ど

町
民
や
地
域
団

体
、
学
校
等
が
対
象
で
す
。

指
導
に
要
す
る
経
費

（
謝
礼
等
）
は
依
頼
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

◎場所は保健センター

脳
ド
ッ
ク
検
査
は
、
脳
卒
中
や

脳
腫
瘍
な
ど
、
自
覚
症
状
の
な
い

脳
の
病
気
を
早
期
に
発
見
し
治
療

す
る
た
め
の
何
よ
り
の
方
法
で
す
。

特
に
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
、
脳
卒

中
に
な
り
や
す
い
方
、
家
系
内
に

脳
卒
中
に
な
っ
た
人
が
い
る
方
な

ど
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
立
腺
検
査
は
、
50
歳

を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
か
か
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
前
立
腺
肥
大

や
前
立
腺
が
ん
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
に
行
い
ま
す
。

両
検
査
と
も
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
。

・
40
歳
〜
64
歳
　
20
人

・
65
歳
以
上
　
40
人

※
過
去
５
年
の
間
に
受
診
さ
れ
た

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
脳
血
管
、
頸
部
血
管
）

国
立
療
養
所
宮
城
病
院（
日
帰
り
）

４
万
４
千
円（
町

か
ら
２
万
４
千
円
の
助
成
金
支
給
）

町
で
は
、
現
下
の
厳
し
い
雇
用
失

業
情
勢
を
ふ
ま
え
、
雇
用
・
就
業
機

会
の
創
出
を
図
る
た
め
、
緊
急
雇
用

対
策
事
業
（
道
路
・
公
園
等
公
共

施
設
維
持
管
理
事
業
）
を
実
施
し
ま

す
。
雇
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次
に

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

21
日
　
相
馬
地
方
植
樹
祭
、
相
馬
港
２

号
埠
頭
ク
レ
ー
ン
供
用
開
始
式

22
日
　
入
札

24
日
　
国
保
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、産
業
建
設

常
任
委
員
会
、社
会
福
祉
協
議
会
理
事

会
、町
商
業
統
計
調
査
員
委
嘱
状
交
付

式
、社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会

25
日
　
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

26
日
　
駒
ヶ
嶺
小
学
校
運
動
会
、
町
消
防

ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
、
ポ
ト
マ
ッ

ク
の
会
（
第
５
回
町
民
の
翼
）
総
会

27
日
　
し
ん
ち
福
祉
会
理
事
会
・
評
議
員
会

28
日
　
松
く
い
虫
防
除
推
進
会
議

29
日
　
町
退
職
議
員
会
総
会

30
日
　
真
野
ダ
ム
に
親
し
む
運
営
委
員

会
総
会
、
相
馬
港
湾
施
設
建
設

促
進
協
議
会
理
事
会
・
総
会

31
日
　
町
農
業
振
興
対
策
協
議
会
委

嘱
状
交
付
式

１
日
　
町
船
主
会
総
会
、
21
世
紀
の
町

づ
く
り
研
究
会（
自
然
塾
）総
会

２
日
　
沢
口
地
区
運
動
会

３
日
　
課
長
会

５
日
　
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

６
日
　
し
ん
ち
福
祉
会
理
事
会
・
評
議
員
会

７
日
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
、
町
建
設
業
組
合
総
会

10
日
　
国
保
運
営
協
議
会

11
日
　
議
会
運
営
委
員
会

12
日
　
遊
海
し
ん
ち
推
進
委
員
会・実
行

委
員
会
、新
庁
舎
内
装
打
合
せ

13
日
　
入
札

14
日
　
定
例
議
会

15
日
　
新
地
漁
協
通
常
総
会
、町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

16
日
　
駒
ヶ
嶺
地
区
老
人
と
婦
人
の
交
流
会

17
日
　
議
会
（
一
般
質
問
）

18
日
　
議
会
（
本
会
議
）

19
日
　
し
ん
ち
福
祉
会
理
事
会
・
評
議
員
会

20
日
　
入
札

７月11日�
�

※新地地区は７月11日�
です。ご協力お願いします。
�
役場町民課（�内線56）

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

10
人
以
内

平
成
14
年
７
月
下
旬

道
路
・
公
園
等
公
共

施
設
の
堆
積
土
砂
払
い
、草
刈
り
等

・
日
額
９
０
０
０
円
程
度

・
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方（
学

生
除
く
）

・
町
内
居
住
者

・
草
刈
機
に
よ
る
草
刈
り
、
土
砂

払
い
作
業
が
可
能
な
方

７
月
15
日
�

�
役
場
企
画
振
興
課
（
�
内
線
58
）

・
故
森
つ
ね
こ
さ
ん
の
ご
意
志
と

し
て
森
市
左
衛
門
さ
ん
（
杉
目
）

よ
り
50
万
円

・
森
市
左
衛
門
さ
ん
（
杉
目
）
よ

り
金
一
封
／
寺
島
勝
三
さ
ん
（
千

葉
県
）
よ
り
５
万
円
／
佐
藤
吉
男

さ
ん
（
岡
）
よ
り
じ
ゃ
が
い
も
20

㎏
／
コ
ー
ル
し
お
さ
い
一
同
よ
り

バ
ナ
ナ
１
箱
、
清
拭
布
５
箱

・
コ
ー
ル
し
お
さ
い
１
回
15
人
／

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
36
回
78
人
／

Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
８
回
14
人
／
レ
マ

ン
の
会
１
回
３
人
／
新
地
漁
協
１

回
４
人
／
小
川
や
よ
い
会
２
回
17

人
／
新
地
高
校
３
回
48
人
／
駒
西

老
人
ク
ラ
ブ
１
回
34
人

町教育委員会では、毎月第４土曜日に昔話の
お話会を行っています。町に残る昔話を中心に
皆さんの身近にあった昔話をお話します。
皆様、お気軽においでください。
� ７月27日� 午後２時～
� 観海堂
【語り部】小野トメヨさん
� 町教育委員会（��４４７７）

50
歳
〜
69
歳
の
男
性
　
30
人

血
液
検
査

公
立
相
馬
総
合
病
院
（
日
帰
り
）

５
千
円
（
町
か
ら

２
千
８
百
円
の
助
成
金
支
給
）

保
健
セ
ン
タ
ー
の
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
記
入
。
申
し
込
み
の

際
は
印
鑑
と
通
帳
を
持
参
く
だ
さ

い
。（
Ｊ
Ａ
及
び
銀
行
に
限
り
ま
す
）

�保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
�
２
０
９
６
）

過
年
度
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
納
付
相
談

及
び
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

７
月
25
日
�
・
26
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

保
健
セ
ン
タ
ー

�
相
馬
社
会
保
険
事
務
所

（
�
�
５
１
７
３
）

「10,000人の小さな町でも
元気が出せる」

� ７月21日�午後１時30分～
� 農村環境改善センター
� 入場無料
�
新地町商工会（��２４４２）

青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
で

は
、
次
の
と
お
り
発
表
者
を
募
集

し
ま
す
。
学
校
や
家
庭
、
友
達
、

将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

７
月
27
日
�

午
前
９
時
30
分
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

町
内
の
小
中
高
の
児
童
・
生
徒

一
人
５
分
以
内

（
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
）

７
月
15
日
�

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）
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◆

七月になり、ずいぶん暑く感じられます。
「ショチュウ オミマイ モウシアゲマス。」
幸いなことに、わたしは暑い気候が好きです。わたし
には、幼い頃の夏休みの思い出がたくさんあります。ア
メリカの子どもたちは、日本の子どもたちと同じように、
夏休みをとても楽しみにしています。わたしは、ここ東北
の涼しい土地での夏が、一年のうちで一番好きです。
また、七月は、わたしの好きな、日本の文化的なイベ
ントがある月でもあります。七夕をお祝いするのは楽しい
ものです。短冊に願い事を書き、笹の葉につるすのはお
もしろいです。カラフルに飾られた笹は、見ていてとても
美しいです。みなさんが夏休みを楽しみ、七夕の願い事
が叶うことをお祈りしています。 Ｄａｖｅ

和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

・ゆず ３個　・リンゴ １個　・大根　1/5
・砂糖　大さじ２　・はちみつ 大さじ５

①柚子は八つ切りにしてよく洗い、しんと種を取る。
②リンゴは、いちょうに切り、塩につける。
③大根は皮をむき、いちょうに切って、わずかの塩
でもみ洗いし、よくしぼる。
④柚子・リンゴ・大根を交互に重ね、砂糖・ハチミ
ツをかける。

飛
行
機
が
大
好
き
で
、
空
港
に
連
れ
て

行
く
と
飛
行
機
が
飛
び
立
つ
た
び
に
喜
ん

で
熱
心
に
見
つ
め
て
い
ま
す
。

よ
く
風
邪
を
引
く
の
で
、
風
邪
を
引
か
な

い
よ
う
に
元
気
で
丈
夫
な
子
に
育
っ
て
ね
。

朝
の
子
供
番
組
は
欠
か
さ
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
見
て
い
ま
す
ね
。
お
外
で
自
転

車
遊
び
が
好
き
で
、
雨
の
日
で
も
遊
び
た

い
み
た
い
。

素
直
で
明
る
い
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

とても柔らかく、まろや
かなうまみで、老若問わず
お茶うけに喜ばれます。保
存も利き、口にすると体が
暖かくなります。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
つ
な
い

で
い
る
教
室
と
多
目
的
ホ
ー
ル
は

「
学
校
全
体
が
１
つ
の
教
室
」
の

イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ガ
ラ
ス
張
り
の
斬
新
な
外
観
、
内

部
は
地
場
産
の
杉
板
を
多
く
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
暖
か
み
が
あ

り
光
を
感
じ
ら
れ
る

空
間
で
環
境
面
か

ら
学
習
環
境
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
な
ど

の
点
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

新
地
町
に
県
内
最
初
の
小
学
校

「
観
海
堂
」
が
出
来
て
か
ら
約
１

３
０
年
余
。

昨
年
４
月
に
新
築
移
転
し
た
駒

ヶ
嶺
小
学
校
が
、
公
立
学
校
優
良

施
設
表
彰
で
文
教
施
設
協
会
会
長

賞
に
選
ば
れ
６
日
に
愛
媛
県
松
山

市
に
お
い
て
県
内
で
は
１
校
だ
け

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

６
月
22
・
23
日
に
全
日
本
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
小
学
生
大
会
福
島
県
大
会
に
出

場
し
た
尚
英
ガ
ッ
ツ（
町
ス
ポ
少
バ
レ

ー
）
に
６
月
20
日
、
町
よ
り
激
励
金
が

交
付
さ
れ
、
代
表
で
林
主
将
が
「
日
頃

の
練
習
の

成
果
を
出

せ
る
よ
う

が
ん
ば
っ

て
き
ま
す
」

と
誓
い
ま

し
た
。

（
結
果
は
、

第
３
位
で

し
た
。）

６
月
14
日
、
荒
和
英
町
長
は
長
年

の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
日
本
赤
十
字
社

社
業
功
労
者
特
別
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
日
本
赤
十
字
社
の
役

員
、
代
議
員
、
支
部
名
誉
職
等
に
15

年
以
上

在
職
し

功
労
の

あ
っ
た

方
が
表

彰
さ
れ

ま
す
。



●人口／9,036人（－07人）
男／4,411人（－06人）
女／4,625人（－01人）

●世帯数／２,491世帯（＋7世帯）
６月１日現在（ ）は前月比

●　固定資産税 第２期分

●　国民健康保険税 第１期分

２
０
０
２
年
７
月
５
日

N
o
.

３
７
３

再生紙使用

発
行

編
集

〒979-2792

福
島
県
相
馬
郡
新
地
町
谷
地
小
屋
字
萩
崎
40

新
地
町
・
企
画
振
興
課
（

）

�
０
２
４
４
�
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
４
９

ち

き
ゅう
にやさし

い

Ｈ１４.７.５.�

■
本
格
的
に
梅
雨
入
り
し
、
ジ
メ
ジ
メ
し
た

日
や
肌
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
体
調
管

理
も
大
変
な
時
期
で
す
が
、
広
報
紙
づ
く
り

も
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
屋
外
で

の
行
事
は
雨
天
の
た
め
延
期
と
な
っ
た
り
と
、

予
定
ど
お
り
取
材
が
進
ま
な
い
こ
と
が
多
い

季
節
で
す
。
■
こ
ん
な
中
で
も
、
今
月
号
の

表
紙
と
裏
表
紙
の
と
お
り
元
気
い
っ
ぱ
い
の

町
民
の
方
は
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
我
々
ス

タ
ッ
フ
も
笑
顔
で
梅
雨
を
乗
り
切
り
、
夏
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
遊
海
し
ん
ち
に
臨
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
晴
）

◆
昨
年
の
遊
海
し
ん
ち
は
、
寒
く
て
お
客
さ

ん
が
少
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
今
年

は
天
候
に
恵
ま
れ
て
砂
浜
を
埋
め
尽
く
す
ぐ

ら
い
の
海
水
浴
客
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を
祈

り
つ
つ
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

◆
昨
年
は
じ
め
て
花
火
の
撮
影
に
挑
戦
し
ま

し
た
が
、
出
来
の
悪
い
も
の
ば
か
り
で
し
た

の
で
、
１
発
で
も
多
く
花
火
を
上
げ
て
い
た

だ
き
撮
影
時
間
を
伸
ば
し
て
も
ら
い
と
思
い

ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
（
６
ペ
ー
ジ
に
協
賛
依
頼

掲
載
）。

（
寺
）

相馬・新地地区小学校体育大会が、６月４日駒ヶ嶺小学校をメイン会場に行われました。
全１４種目、児童たちは好成績を目指し、日ごろの練習の成果を存分に発揮しました。

80mハードル男子の部／八巻友祐（駒ヶ嶺小６年）
走り幅跳び女子の部／菊地育子（駒ヶ嶺小６年）
ソフトボール投げ女子の部／早川和見（新地小６年）

（住民基本台帳調べ）


